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1.「 ライティング」の考え方 と実態

大学生 ともなれば、中学 ・高校での英語学習を通 して英語 の基本 と語彙を学び、限 られている

とはいえ、英語で発信す る力を身 につけているはずである。 ところが、平均的大学生は、かなら

ず しもそ うなってはいない。なぜであろ うか。

1つ は英語に対す る姿勢の問題がある。 日本人は ともす ると完壁な英語 を求め、 日本語なま り

の発音、片言の英語、誤 りのある英語ではいけない、 とい う気持 ちが強過 ぎる。 もう1つ の理由

は学習法にある。本来ならば、中学か ら高校、1年 か ら2年 へ と学習 を重ねるに したがって、英

語で表現できることが多 くなるはずである。 ところが、英文法、英文和訳、和文英訳な どの学習

活動に多 くの時間を費やすため、与え られた英語 を 日本語 に、 日本語を英語 にとい うことはでき

ても、学習 した英語を 「自分の立場で使 う」ことが うまくできないのである。

周知のよ うに、1989(平 成元)年 告示の高等学校学習指導要領 において、「ライティング」 と

い う科 目が初めて登場 した。それ以前は、「作文(Composition)」 「英語nC」 な どと呼ばれ てい

たものである。その後1999(平 成11)年 に改訂 された現行の指導要領でも、同 じ科 目名が踏襲 さ

れている。 「ライティング」とい う呼び方は、「和文英訳」との違いを意識 し、書 く活動 の能動的、

創造的側面に着 目したものである。 「自由英作文」あるいは 「英文エ ッセイ」を書 くこ とが、そ

の代表的な活動 となる。 現行の指導要領では、「ライティング」の 目標や言語活動 を以下の よ う

に規定 している(注1)。

[目 標]情 報や考えな どを、場面や 目的に応 じて英語で書 く能力 を更に伸 ばす とともに、

この能力を活用 して積極的にコミュニケーシ ョンを図ろ うとする態度を育てる。

[言語活動]生 徒が情報や考えなどの送 り手や受け手になるよ うに具体的な言語の使用場面を

設定 して、次のよ うなコミュニケーシ ョン活動を行 う。

ア 聞いた り読んだ りした内容について、場面や 目的に応 じて概要や要点 を書 く。

イ 聞いた り読んだ りした内容について、自分の考えなどを整理 して書 く。

ウ 自分が伝 えよ うとする内容 を整理 して、場面や 目的に応 じて、読み手に理解 されるように書

く。

その他、 「文章の構成や展開などに留意 しなが ら書 く」 とか 「書 く過程 を重視する」な どの留



意点が見 られる。

このような学習指導要領の意図が実現 されていれば、英語で発信する力を備えた高校生が大学

に入って くるはずである。そ こで、実態を明 らかにしよ うと、宮田がかつて所属 したJACET

(=大 学英語教育学会)の 「誤文研究会」では、大学1年 生300名 を対象 にしたアンケー ト調査

を1999年 に行 った。 高校 時代 の3年 間で 泊 由英作文」 に取 り組んだ回数をたずねた ところ、

「全然や らなかった」80名(27 .5%)「1～2回 や つた」51名(17.5%)「 数回や った」76名

(26.1%)と 、7割 以上の人がせいぜい1年 に1回 程度 しか取 り組まなかったとい うことがわか

ったのである(注2)。

2.大 学におけるライテ ィング指導 とライテ ィング教材

高校でのこ うした実態 を踏 まえ、宮 田はライティング指導に関 して 「accuracyよりもnuency」

「和文英訳 よりも自由英作文」 「形式よ りも内容」 とい う3つ の提言を してきた。習っ た英語 を

自分な りに どん どん使 う機会 を保障 してや ることが、何 よりも必要であると考えたか らである。

それを実現す るために、人文社会学部の発足時(1996年4月)よ り、1年 生向けの 「英語 リフレ

ッシュ1」 の授業 を中心に、望ま しいライテ ィング活動 を目指 した試み を続けてきた(注3)。

一方
、大学生向けの英作文のテキス トに 目を向けてみ ると、従来の和文英訳を中心に編集 され

た り、パ ラグラフの構成法に重点 を置いた り、あるいは、社会問題 など難 しいテーマに取 り組 ま

せた りと、宮 田の提言に沿った授業を実現す るのに適 した ものがあま り見当た らなかつた。そこ

で、「誤 りを気に しないで、 どん どん英文で 自己表現す る」ことを念頭に置いて、 自己表現活動

を うながすよ うなライティング教材 を自作す ることにした。まず、以下のよ うな基本方針を立て

た。

ア)ま とま りのある英文 をたくさん書けるよ うになることを目指す。

イ)自 分 自身のことを英文で書 くのに役立つ ようなモデルや例文を用意する。

ウ)大 学生活や 日常生活を振 り返っ て、書 くための素材を集める機会を与える。

エ)自 然に話 される英語を聞き取 り、英作文に役立つ情報 を収集す る練習を行 う。

オ)誤 りをできるだけ減 らし、書き手の意図を正 しく伝えるための助言を与える。

カ)よ りよい英作文を書 くための ヒン トや情報を提供する。

キ)以 上の学習を通 して、さまざまな場面や状況において自己表現できる能力を養 う。

このような方針 に従い、本学の外国人教師の1人Joseph　 Stavoy氏 とともに、英文パ ラグラフや

練習問題 を作成 した。 これを編集 した教材が、"Can't　Stop　Writing〈 英語で書いてみ よう〉"と

題す るテキス トとして、2005年2月 に三修社よ り発行 され ることになったのである。



3.テ キ ス トの 構 成 と活 動 内容

テキス トは、まず"Warm-upUnit"で 始 ま り、 日本語 を介 入 しな いで英 語 で表現す る こ とに慣

れ る と ともに、英 文のパ ラグ ラフにつ いて の初 歩 的な学 習 を行 うよ うに なつて い る。 学 生た ちは

日本 語 の世 界 に安住 してい る こ とが 多 いの で、[Let's Remember]の 問題 で、先 週 の金 曜 日に ど

ん な ことが あった のか を思い起 こ させ 、英 語 の世界 に引 き込 む。 問題 に取 り組 む前 に、教 師 が英

語 で質 問 し、各 自の答 えを頭 の 中で考 え させ た り、指名 した学生 に英語 で 答 え させ る よ うな活 動

を してお くと、ス ムー ズに書 き始 め られ る。

それ に続 く本編 では、 ユニ ッ トのテーマ を、大学 生が 自分 自身 の こ とを振 り返っ て書 くの にふ

さわ しい もの、 書 きや す い ものに絞 った。 つ ま り、大学 生 と して の生活 に足場 を置い た 内容 を優

先 し、 自分 自身 の生 い立 ち と家族 、 自分 が通 う大学 とそ こで の 日課 、友 だ ち、 アル バ イ ト、週末

の過 ご し方 、旅行 、 高校時 代 の思い 出、 な ど とい う身 近 なテ ーマ を設 定 した。 また、太 田将人君 、

北川 早 苗 さ ん とい う2人 の 主 人 公 を は じめ 、 身 近 に い そ うな 大 学 生 や そ の 家 族 が 登 場 し、

"Warm-
up Unit"か ら1つ の ま とま ったス トー リー が展 開 す るよ うに 工夫 した。 最 後 の"Unit

l2"ま で通 して学 習 して ゆ く と、主人公 た ちの人 物像や 他 の登場 人物 との人 間関係 な どが わか る

よ うにな ってい る。

各ユ ニ ッ トの構成 と学習 内容 は以下 の とお りであ るが 、[Let's Write]に いた るまで の さま ざま

な演習 は英作 文 を書 くた めの、 いわ ば準備 運 動 とな ってお り、[Let's Write]の 課題 を こなす こ と

が各ユ ニ ッ トの最 終 目標 とな る。

1)[Let's Pronounce and Learn]

ユ ニ ッ トに出 て くる比較 的難 しい語 彙 、 日本 人が誤 りや す い表 現 を取 り上げ て ある。 音 声教材

を併用 して練 習す る。

2)[Let's Read]

モ デル とな るパ ラ グ ラフを読 み(テ ー プ また はCDで 聞 き)、 英 語 の質 問 に英語 で 答 え る。 奇

数ユ ニ ッ トは北川 早 苗 さん 、偶 数 ユニ ッ トは太 田将 人君 が書 い たパ ラ グラ フ とな ってい る。

3)[Let's Listen]

モデル とな るパ ラ グラ フを 聞いて 、そ の要 点 を英語 また は 日本 語 で答 えて表 を完 成す る[Part

A]の 問 題 と、 会 話 を聞 い て 設 問 に答 え る[Part B]の 問 題 が あ る。[Let's Read]と は 逆 に 、

[Part A]の 奇数 ユ ニ ッ トは太 田将人君 、偶 数ユ ニ ッ トは北川 早 苗 さん の書 いたパ ラ グラ フを聞

き取 る。[Part B]の 会 話 には 、 この2人 を中心 に 、い ろい ろな人物 が 登場 す る。

4)[Let's Answer]

自分 自身 の こ とを振 り返 って 、15～20程 度 の質 問 に答 え る。 質 問 に英 語 で答 えた り、与 え られ



た答 えの 中か ら選 んだ りしなが ら、 自己表 現す るため の素材 を整理 整頓 し、ユニ ッ トの テーマ に

関 して英 作文 す る内容 をふ くらませ る。

5)[Let's　 Practice]

日本 の大学 生がお か しが ちな誤 りを取 り上げて解説 して ある。 それ を読ん でか ら、誤 りを訂 正

した り、正 しい形 に変 えた りす る練 習 問題 に取 り組 む。 問題 に出 て くる誤 文例 は 、かつ て宮 田が

担 当 した クラスの大 学生 た ちが実 際 に書 い た英作文 に見 られ た もので あ る。

6)[Let's　 Write]

ユニ ッ トの学習 の総 仕 上 げ と して英 作文 を書 くこ とにな る。 易 しい ものか ら難 しい ものまで 、

3種 類 の課題 を用意 した。[Task　 A]は[Let's　 Read]の パ ラグ ラフ を 自分 の立場 で書 き換え る問

題 、[Task　 B]は[Let's　 Answer]の 答 え を も とに して レポー ト用 紙1～2枚 に ま とめ る課題 、

[Task　C]は レポー ト用 紙2～3枚 を 目標 に 自由に英作 文す る課題 で あ る。1つ の課 題 を選 ん で

英 作文す る よ うに指 示が 与 え られ る。

7)[Writing　 Tips]

英作 文上達 法 を伝授 した り、英 語 の句読 法や文 章構 成 法 の基 本 につ いて解説 す る。

巻末 に は、 自己表現 に役 立 つ語彙 を13の 分野 ・項 目別 にま とめた"Word Bank"を 収 録 した。

各 ユニ ッ トの[Let's　 Pronounce　 and　Learn]を 補 うた めの語彙 リス トで あ る。 学生 た ちには、で き

る限 り英 語 レベル で英文 を綴 るこ とを心が けて ほ しい のだ が、 よい表現 が 出て こない時 には、 日

本語 が頭 に浮 かん で くるに違 い ない。 そん な時 に手軽 に利 用 で きる語彙 リス トが あ る とよいの で

はない か と考 え、英 作文 す る際 に学生 た ちが一番 困 る と思われ る名詞 表 現 を中心 に整 理 、分類 し

て あ る。

4.テ キ ス トを用 いた授 業展開

2005年 度前 期 に、宮 田が担 当す る 「英語 リフ レッシ ュ1」(人 文 社会 学部 人 間科 学科1年Aク

ラス:27名)に て、"Can't Stop Writing"を 用 いた授 業 を実施 した。 計13回 行 つた授 業 の内容 を

[資料1]に ま とめて お いた。 各ユ ニ ッ トの学 習には1授 業 時 間を充 てた が、 ほぼ以 下の よ うな

手順 で行 った。

(1)[Let's Pronounce and Learn]の 学習(5分 程 度)

1)テ ー プの あ とにつ い て発 音練 習  2)必 要 な説 明 を加 える

3)再 度テ ープ を用 いて発音 練 習

(2)[Let's Read]の 学 習(10分 程度)

1)テ ー プを聞 きな が ら本 文 を黙 読す る  2)質 問 に対す る答 えを記入す る



3)答 合 わせ

(3)[Let's　 Listen:　Part　A]の 学習(15分 程度)

1)テ ー プ を聞 きなが ら(2回)表 を完 成す る　　 2)答 合 わせ

3)ス ク リプ トの一 部 をブ ラ ンクに した書 き取 り用 紙 を配布 し、小テ ス トと して実施 す る。

(4)[Let's　 Listen:　Part　B]の 学習(10分 程度)

1)設 問 を黙読 す る　　 2)テ ー プで会 話 を聞 きなが ら(2回)答 えを記入 す る

3)答 合 わせ　　 4)ス ク リプ トを配布 し、テー プで確 認す る

(5)[Let's　 Answer]の 学習(10分 程 度)

1)各 自、 自分 の答 え を記 入す る　　 2)残 りは宿題 とす る

(6)[Let's　 Practice]の 学習(15分 程度)

1)解 説部 分 を指名 され た学生 が読 む　　 2)必 要 な説 明 を加 え る

3)練 習 問題 の 答 えを記入 す る　　 4)答 合 わせ

(7)[Writing　 Tips] ,の 学習(5～10分)

1)指 名 され た 学生 が読む　　 2)必 要 な説 明 を加 え る

(8)課 題 の指 示

[Let's　Write]で 取 り組 む課 題(最 後 のTask　C)を 確認 して終 わ る

5.自 由英作 文 と誤 文指 導

(1)英 作文 の提 出 と添 削

"C
an't　Stop　Writing"の 目的 は 「誤 りを気 に しない で、 どん どん英 文 で 自己表現す る こ と」 に

あ るので、必ず しも英作 文 を毎回提 出 させ る必要 はな い。英 作文 を書 くだ けで も抵抗 を覚 える学

生 もい るだ ろ うか ら、提 出 を義務 づ けず 、気 楽 に書かせ た ほ うが良 い。 また 、英作 文 を添削す る

必 要 もあ ま りない と考 えて い る。 少 な く とも、英 作文 が提 出 され るたび に必ず 添 削 して返す の は、

か えって逆効 果 とな るので は ないだ ろ うか 。学生 た ちに とって は、 添 削 され て赤ぺ ンばか りが 目

立つ 英作 文 を返 され る のは、 書 く意欲 が減 退す る こ とにな りかね な い。 「読 み ま した」 とい うサ

イ ンだ けす る、読 ん だ感 想 を1行 程度 の英 語(ま た は 日本語)で 書 い てや る、添 削 しない で誤 り

の あ る箇所 を示す だ けにす る、な どの方法 で返せ ば よい。 課題 を毎 回提 出 させ る場合 には、 これ

らの方法 を適 当に混ぜ る とい うや り方 も考 え られ る。

宮 田の場 合 は、2～3ユ ニ ッ ト毎 に1回(合 計4回)提 出 させ 、誤 りのあ る箇所 を指摘す るだ

けに と どめ、評価 をつ けて返却 した。 この方 法 を とる と、学 生た ち に とって は、2～3の テー マ

の 中か ら好 きなテー マ を1つ 選 ん で課題 に じっ く り取 り組 め る。 教師 に とっ ては、英 作文 を点 検

す る回数 を少 な く抑 え られ 、 添削す るほ どの作業 量で もな い とい うこ とで、 ライテ ィング指導 に

つ き ものの負担 を軽減 す るこ とが で き る。



(2)誤 文指導

「誤文指導」 とは誤 りの発生 を低 く抑 えるための指導で、宮 田はこれを 「使 わせる指導」 「ま

とめの指導」 「治療的指導」など、7つ のタイプに分けて考えている(注4)。 自由英作文は、こ

の うちの 「使わせる指導」にあたる。 日本の英語教育の現状は、学習 した英語 を 「自分の立場で

使 う」機 会がきわめて少ない。使 う機会 を設ければ、言語使用の量が増える。使用量が増えると

誤 りも増えるが、誤 りを恐れていては何 も始ま らない。誤 りを気に しないで、どん どん英文で自

己表現す ることである。それが"Can't　Stop　Writing"の 最大の 目的であった。

ただ し、学生たちがおかす誤 りをそのままにしてお くと、同 じ誤 りを繰 り返す ことになる。そ

こで 「治療的指導」が必要 となる。宮 田が行 った治療的指導は、個人 レベルの指導 とクラス全体

を対象に した指導の2種 類である。

(3)個 人 レベルの治療的指導

05年 度の 「英語 リフ レッシュ1」 の授業では、すでに述べた ように、 自由英作文の課題を合計

4回 提出 させ た。提出 された課題 は、次のような要領で返却 した。

まず、英文を読みなが ら、文法的誤 りや綴 りミスに赤エ ンピツで下線や印を施す。インデン ト

やパラグラフの構成について も、注意を うながす([資 料2]参 照)。 読み終わった ら、英作文の

内容や誤 りの数 を考慮 して、A、B、Cと+一 を併用 して9段 階で評価す る。 これをひ と通 り終

えた時点で、同 じ評価をつけた作品を集め、そのグループ毎に再読する。 これは評価 を調整す る

ことが 目的なので、英文を素早 くサッとながめるよ うに して読む ことになる。英作文を学生たち

に返却する際に、赤エンピツで示 された箇所について 自分で修正を施す ように指示する。

誤 りを減 らすために添削す る、 とい う教師 もいるだろ う。確かに誤 りは個性的なもので、英作

文を丹念に点検すると、書いた学生の特徴が浮かび上が る。 しか し、すべての誤 りを教師の手で

直すのは、それ に要 した労力 と時間には必ず しも見合っていない。教師による一方的な訂正作業

によって英文を改良しても、学習者にそのよ うな力がつ くとい う保障はない。治療的指導におい

て大切な ことは、学習者 自身の手で誤 りをみつけ、誤 りをなくせるように方向づけてや ることで

ある。誤 りを指摘す るだけにとどめるのは、そ うした経験や方針に基づいている。

(4)ク ラス レベルの治療的指導

誤 りは個人的な性格 を備 えているとは言 うものの、 日本人のおかす誤 りには共通 した一定の傾

向が見 られ る。"Can't　Stop　Writing"で は、[Let's　Practice]に て大学生が過去におか した誤 りを

取 り上げ、ユニッ ト毎に特定の誤 りに的を絞って解説するとともに、練習問題を盛 り込んである。

このセクションの学習で、日本人特有の誤 りをかな り減 らす ことが可能だと考 えてい るが、「英

語 リフレッシュ1」 では、最初の課題 を返却す る前に時間を確保 して、クラスレベルの治療的指

導を実施 した。

提出された課題 を読みなが ら誤 りを指摘する作業 を行 うことは、すでに述べた とお りである。



これ らの誤 りの中か ら適 当な もの を選 ん で、順 次 ワー プ ロ入力 す る。 それ を冠詞 、前 置詞 、時 制

の誤 りな どに整 理 ・分類 し、[資 料3]の よ うなプ リン トを作成 す る。 これ を授業 で配 布 し、 「ど

こがお か しい か?」 と問 いか けて順 に考 え させ 、誤 りの種 類 が明 らか にな った ところで 、正 しい

表 現 を確 認 す る。 この作業 がすべ て終 わ った時 点で英 作文 を返却 し、学 生た ち に 自分 の誤 りを訂

正 させ た ので ある。

6.学 生 た ちの反応

"C
an't　Stop　Writing"を 用 いて進 めた授 業 を、従来 の和 文英訳 の授 業 と比較 してそ の特色 をま

とめてみ る と、 だいた い以 下の よ うに な るであ ろ う。

最後の授業にて、 このよ うな特色を確認 したあとで、授業アンケー トを実施 した。その主な結

果 を[資 料4]に ま とめてみた。

新 しい方式のライティング授業について(質 問1)は 、全員が 「(とて も)よ かった」 と回答

している。その理 由を多い順 に整理す ると、「自分 自身の ことを 自由に書けた」 「リスニングがた

めになった」「予習がなくて よかった」 「英作文 を先生にチェ ック して もらえた」 「いろい ろな活

動ができた」 となる。以下に、代表的な記述を紹介 しておこ う。

・従来の もの よりずっ と実用的であるか らです
。 「書く」 「聞 く」の両面を鍛 えてい くことによっ

て、一方的でない、双方的なコミュニケーシ ョンへ と近づけたのではないか と思います。文法

を気に しすぎず、とにかく書 く!要 は 「伝える」 ことが大事なのです。

・全員の英作文が添削 され るのは うれ しい。 自分の興味あることの英作文のほ うが 日本文を英文

に直す よりためになる。

・リスニングが苦手なので、毎回や る聞き取 りは勉強にな りま した。家で じつくり考えられ るの

がよかったです。予習がなくてあ りがたかつたです。発表 しなくていいこともよかった。

・予習をしなくても責められないか ら
。英作文がいつか役立 ちそ うな、 自分 自身のことだったか



ら。

・「聞 く」 活動 が よい と思 う。 穴埋 めで 、英 語独 特 の音 の くず し方 が少 しわ か る よ うにな りま し

た。 英 作文 で も、誤 りを指摘 され て 自分 で調 べ るの で、面倒 だ けれ ど、力 がつ く気 が します。

「英 作 文 す るの に役 立 った もの 」(質 問2)に 対 す る 回 答 の 上 位 に[Let's　 Read],[Let's

Answer],[Let's　 Practice]の3セ クシ ョンが入 って い る。身 近 な大学 生が書 い たパ ラ グ ラフを読

み 、 自分 自身 の こ とを振 り返 るこ とが英 作文 の構想 に役 立 ち、誤 りを少 な く抑 え る学習 が英文 の

質 を高 め るの に効 果が あ った と考 えて い る ことが うか が え る。

「英 文 を書 くこ とに対す る抵 抗感 」(質 問3)が 「か な り/少 しな くな った」 とい う学生 が21

人(77.8%)、 「英 文 で 自己表 現 」す る 目標(質 問4)が 「多少達成 で きた」 と考 え る学 生が19人

(70.4%)お り、 ライ テ ィ ングの望 ま しい授 業 が多少 な りとも実 現で きた ので はない か と判断 し

てい る。

「英 作文 の添 削パ ター ン」 につい て(質 問5） は、17人(63.0%)が 「誤 りを指摘 す るのみ」

で よい と答 えてい る一方 で、9人(33.3%)が 「誤 りを直 して 」欲 しい と答 えてい る。 こ うした

要望 は、改 善点(質 問6)を 書 いて くれ た16人 の うち3人 が あげてお り、 一部 の学生 に根強 く見

受 け られ る。改 善点や そ の他 の記述 では 、英作 文 のテー マ に関す るものが 目立 って いた。それ ら

を含 めて 、主 な意見 を紹介 してお こ う。

・誤 りを指 摘 され るだ けなので 、結局 、 ど うい う風 にすれ ば 良いの かわか らな か った ところが あ

ったの で、文 法的 な ミス とか は直 して ほ しい です。

・先生 が大 変 でな けれ ば 、提 出 され た英 作 文 に1～2行 でいい ので 、 コメン ト等 をつ け て くだ さ

る と、先 生 ともコ ミュニケー シ ョンが とれ て 良い ので はない で しょ うか。

・英作 文 のテー マ を も う少 し幅 を持 たせ た ほ うが良 い と思 います。 何回 か書 くのに苦 労 しま した

の でー..。

・意外 と書 きに くい テー マ が多 か つた気 がす る(3つ の うち1つ か2つ く らいそ うい うのが あ

る)。

・Unit3つ か ら選 ぶ ときに、書 きやす い(書 きた い)も の が3つ ともだ った り、3つ とも気が 進

まな い ものだ った りした こ とが 、英 作 文 を書 く ときに困 った く らいで した。

・レポー ト2枚 以 上 つての は最 初長 い と思 った けれ ど、慣 れ て きま した。 よか った です。

・解 答す る時 間 を長 く して ほ しい
。

7.結 びにか えて

日本 の英語 教育 の現状 をなが めてみ る と、す で に述ベ た よ うに、言語使 用 の場面 が少 な く、 ラ



イ テ ィ ン グ分 野 で は、 英 文 を 自 ら綴 る 量が 圧 倒 的 に不 足 してい る。 ま ず は書 くこ と、 つ ま り

fluencyを 目指す べ きで あ る。 次 の段 階は 、誤 りを少 しで も減 らす よ うに(accuracyに)配 慮 して 、

英文 の質 の 向上 をはか る こ とであ る。 そ して 、最 終的 には 、 さま ざまな問題 に関 して、 自分 自身

の意 見 を要 領 よ くま とめて書 け るよ うに努 力す るこ とであ ろ う。

"C
an't Stop Writing"の 最 後 のUnit l2"My Opinion"は 、 さま ざま な社会 問題 、教 育 問題 、環

境 問題 を考 えるユ ニ ッ トとな ってい る。 英語 を使 って 「自己表 現」 で きる よ うにな った大学 生 に

は、少 しレベル の高 いエ ッセ イ ・ライ テ ィン グや ス ピーチ 、デ ィス カ ッシ ョンな どの活 動 に取 り

組 んで欲 しい と考 えての こ とで ある。
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[資料2]　 個人レベルの治療的指導例



[資料3] 全体指導に用いたプリン ト

Errors and Mistakes : Correct the errors.



[資料4]　 授業アンケー トの結果(2005年7月 実施:回 答27人)


